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水み
な

面も

、
き
ら
め
き
朝
焼
け
に
揺
ら
ぐ
。

こ
の
地
の
肥ひ

沃よ
く

な
る
土
と
水
が

犬
山
の
鮮
や
か
な
文
化
を
育
ん
で
き
た
。

数
万
年
前
も
こ
れ
か
ら
も
。

命
の
始
ま
り
の
地
、
今
井
・
池
野
。

今
井
・
池
野
の
地
は
現
在
で
も

緑
が
奥
深
く
、
犬
山
市
域
で
繁
栄

し
た
華
や
か
な
文
化
と
は
一
見
隔

絶
さ
れ
た
場
所
に
思
え
ま
す
。
し

か
し
こ
の
地
で
採
れ
る
良
質
の
粘

土
は
、
犬
山
の
伝
統
あ
る
焼
き
物

文
化
を
生
み
、
山
々
か
ら
掘
り
出

さ
れ
た
鉱
物
は
中
世
羽
黒
地
区
に

お
け
る
鋳
造
業
の
繁
栄
を
支
え
る

資
源
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
広

大
な
た
め
池
か
ら
流
れ
出
た
水
は
、

今
で
も
尾
北
地
域
の
田
畑
を
潤
す

人
々
の
命
の
源
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
井
・
池
野
の
地
で
見
つ
か
る

は
る
か
数
万
年
前
、
旧
石
器
時
代

の
人
々
が
残
し
た
石
の
道
具
た
ち
。

そ
れ
ら
を
そ
っ
と
手
に
取
る
と
、

私
た
ち
は
自
然
の
中
で
生
ま
れ
、

こ
れ
か
ら
も
共
に
生
き
て
い
く
と

い
う
実
感
が
、
ほ
の
か
な
暖
か
み

と
な
っ
て
、
手
の
ひ
ら
に
じ
ん
わ

り
伝
わ
っ
て
く
る
の
で
す
。





　
三
年
間
に
わ
た
っ
て
犬
山
市
で
行
っ
た

「
悉
皆
調
査
」
。
そ
の
調
査
の
中
で
見
つ
け
た

魅
力
い
っ
ぱ
い
の
文
化
遺
産
を
、
犬
山
七
つ

の
地
区
別
に
紹
介
し
ま
す
。『
犬
山
た
び
』

を
持
っ
て
、
モ
モ
次
郎
た
ち
と
楽
し
い
た
び

に
出
か
け
ま
し
ょ
う
！
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池い
け

六

今い
ま

井い

焼や
き

八は
っ

曽そ

の
滝た

き

八

入い
る

鹿か

池い
け

周し
ゅ
う

辺へ
ん

の

　

古
墳
た
ち

十

たびの案内人

久く

久く

キ
ギ
ス
丸

犬
山
モ
モ
次
郎

その昔、桃太郎と一緒に
鬼退治に出かけた勇敢なわ
んこ。もともとの出身は犬
山城下町のはずれ。

モモ次郎と仲良しの
雉。二胡のようなきれ
いな声で鳴く。 もとも
との出身は栗栖の雉ヶ
棚。

十
二

尾お

張わ
り

三さ
ん

山ざ
ん

十
三

表紙写真：
入鹿池の朝焼け



弥

　生

古

　墳

飛鳥

奈良

平

　安

鎌倉

室町

戦国
安土
桃山

江

　戸

明治
大正

昭
和

縄

　文

旧石器

▶縄文早期の
　遺跡出現
　( 上野遺跡 )

▶東之宮古墳築造
▶青塚古墳築造

▶入鹿屯倉設置
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年
表

535 年
　政府の直轄地、「入鹿屯倉」が尾張に設置される (p.6)。
6 世紀中頃
　入鹿池周辺に小さな古墳がたくさん造られる (p.6)。

1608-1609
　木曽川に御囲堤造られる。
1632-1633
　入鹿池築造 (P.6)。

1868
　入鹿池堤防決壊。多くの死者を出す。「入鹿切れ」(P.7)。

18 世紀後半頃
　今井焼開窯 (p.12)。

旧石器時代
　入鹿池周辺に人の気配。

鎌倉時代頃
　八曽山周辺で焼き物が盛んに。

　昔、入鹿の里の奥にある銚子口の近くに、
大変美しい声でなくうぐいすが住んでいまし
た。村で評判になったうぐいすは、京にいる
帝に献上されることになりました。帝はうぐ
いすの声を気に入り、「鶯の　羽風になびく
うすが鳥　うの花月のかげのとぼそに」とい
う和歌を作りました。それ以後、このうぐい
すは「うすが鳥」と呼ばれるようになり、日
本中で評判となったということです。

ちょこっと昔話　うすが鳥

木曽川の風景

キギス丸の鳥瞰図MAP
今井・池野地区は犬山の北東部の

地区。入鹿池や八曽の山々がある自
然が豊かな場所テブ。犬山の中心
街からは少し離れた場所にあるトリ
が、明治村やリトルワールド、尾張
三山など、犬山を代表する観光ス
ポットがいっぱいある場所テブ。　

犬山史 羽黒史

犬山城

北

今
井
・

　
　
池
野

犬山市
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井
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犬
山
市
の
南
東
域
に
位
置
す
る
入
鹿
池

は
、
貯
水
量
約
1
万
5
千
平
方
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
、
溜
池
の
貯
水
量
と
し
て
は
国
内
第

1
位
の
大
き
さ
を
誇
る
人
工
の
溜
池
で

す
。
池
の
南
に
は
「
銚
子
口
」
と
呼
ば
れ

る
開
口
部
が
あ
り
、
そ
こ
か
ら
流
れ
出
る

水
は
五
条
川
と
な
っ
て
犬
山
市
を
は
じ
め

と
す
る
周
辺
地
域
へ
と
流
れ
出
、
多
く
の

田
畑
を
潤
し
て
き
ま
し
た
。

　

入
鹿
池
築
造
以
前
、
こ
の
地
は
ど
の
よ

う
な
場
所
で
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
入

鹿
池
の
渇
水
時
に
、
池
底
か
ら
古
く
は
旧

石
器
時
代
や
縄
文
時
代
の
や
じ
り
な
ど

が
見
つ
か
っ
て
お
り
、

太
古
の
時
代
か
ら
こ

の
地
に
人
が
住
ん
で

い
た
と
考
え
ら
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
奈

良
時
代
に
書
か
れ
た

歴
史
書
「
日
本
書
紀
」
に
、
安
閑
天
皇
2

（
5
3
5
）
年
に
、
政
府
の
直
轄
地
「
入

入
鹿
池

と
そ
の
歴
史

池
築
造
以
前
の
歴
史

池
底
の
遺
物
は
語
る

鹿
屯
倉
」
を
こ
の
地
域
周
辺
に
設
置
し
た

と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
入
鹿
池

周
辺
の
地
域
が
当
時
、
地
理
的
・
政
治
的

に
重
要
な
場
所
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
わ
れ

ま
す
。

　

入
鹿
池
が
造
ら
れ
た
の
は
江
戸
時
代
始

め
頃
の
こ
と
で
す
が
、
こ
の
頃
こ
の
地
に

は
、「
入
鹿
村
」
と
い
う
小
さ
な
村
が
あ
っ

た
よ
う
で
す
。
入
鹿
村
の
村
民
は
池
の
築

造
に
際
し
、
村
ご
と
移
転
を
余
儀
な
く
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
際
、
村
内
に
あ
っ
た
多

く
の
社
寺
も
別
の
場
所
に
移
築
さ
れ
て
い

ま
す
。
入
鹿
池
の
北
西
、
城
東
の
前
原
地

区
に
あ
る
天
道
宮
神
明
社
に
は
、
入
鹿
村

か
ら
移
築
し
た
楼
門
が
現
在
も
残
さ
れ
て

お
り
、
当
時
の
入
鹿
村
の
面
影
を
ひ
っ
そ

り
と
伝
え
て
い
ま
す
（
犬
山
た
び　

城
東

編
参
照
）。

　

入
鹿
池
築
造
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の

は
、
江
戸
時
代
の
新
田
開
発
で
す
。
入
鹿

池
築
造
以
前
、
入
鹿
池
南
西
部
に
広
が
る

高
台
の
地
域
は
水
の
便
が
非
常
に
悪
い
場

所
で
し
た
。
そ
こ
で
、
こ
の
地
を
農
地
と

し
て
開
拓
す
る
た
め
に
、
後
に
「
入
鹿
六

築
造
の
大
工
事

六
人
衆
の
決
断

湖底に沈む犬山、
　　いにしえの記憶
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1

2

3

4

5

人
衆
」
と
呼
ば
れ
る
周
辺
の
村
の
有
力
者

達
が
、
銚
子
の
口
を
せ
き
止
め
、
大
き
な

溜
池
を
造
る
こ
と
を
計
画
し
ま
し
た
。
こ

の
計
画
は
の
ち
尾
張
藩
の
事
業
と
し
て
実

施
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
河
川
を
堰
き
止

め
る
た
め
、
長
さ
約
百
間
（
約
1
8
0

メ
ー
ト
ル
）
に
も
な
る
大
規
模
な
「
百
間

堤
」を
設
置
す
る
工
事
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

巨
大
な
堤
を
設
置
す
る
工
事
は
困
難
を
極

め
ま
し
た
が
、寛
永
10
（
1
6
3
3
）
年
、

入
鹿
池
は
完
成
と
な
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
完
成
か
ら
2
3
5
年
後
の

慶
応
4
（
1
8
6
8
）
年
5
月
14
日
、
長

雨
の
影
響
か
ら
入
鹿
池
の
堤
が
決
壊
し
、

死
者
9
4
1
名
を
出
す
大
災
害
を
引
き

起
こ
し
ま
す
。
決
壊
に
よ
っ
て
池
か
ら
流

れ
出
た
大
量
の
濁
流
は
、
丹
羽
郡
一
帯
の

多
く
の
村
々
を
飲
み
込
み
ま
し
た
。
こ
の

災
害
は
「
入
鹿
切
れ
」
と
呼
ば
れ
、「
入

鹿
切
れ
（
11
頁
参
照
）」
な
ど
の
昔
話
や
、

各
地
に
残
る
慰
霊
碑
な
ど
が
悲
劇
の
歴
史

を
今
に
伝
え
て
い
ま
す
。

　

そ
の
後
池
堤
防
の
改
修
も
進
ん
だ
昭
和

初
期
に
入
る
と
、
当
時
の
犬
山
観
光
ブ
ー

ム
の
影
響
で
、
入
鹿
池
周
辺
で
も
観
光
地

化
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。
池
周
囲
に
は
展

望
台
や
貸
別
荘
な
ど
が
建
て
ら
れ
、
多
く

の
観
光
客
で
賑
わ
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。

そ
の
一
つ
料
理
旅
館
「
冨
士
屋
」
で
は
昭

和
5
〜
10
年
頃
、
入
鹿
池
の
西
に
あ
る
羽

黒
駅
に
立
ち
並
ぶ
芸
者
置
屋
か
ら
、
き
ら

び
や
か
に
装
っ
た
芸
者
た
ち
が
尾
張
冨
士

の
峠
を
越
え
て
冨
士
屋
へ
繰
り
だ
す
光
景

が
見
ら
れ
た
そ
う
で
す
。「
冨
士
屋
」
の

あ
っ
た
場
所
に
は
現
在
、
博
物
館
明
治
村

が
建
て
ら
れ
、
今
も
毎
年
多
く
の
観
光
客

が
訪
れ
る
場
所
と
な
っ
て
い
ま
す
。

現
在
の
入
鹿
池

昭
和
の
観
光
地
化

犬
山
、
未
曾
有
の
水
害

「
入
鹿
切
れ
」
の
発
生

1. 羽黒朝日の供養塔位置図
　( 成瀬家所蔵『入鹿切れ
　　の絵　図』に加筆 )
2. 羽黒朝日の供養塔
3. 昭和 34(1959) 年

『犬山市商工観光展望図』
　にみる入鹿池の様子
4.「入鹿池のボート」
5.『入鹿名勝御繪はがき』
　にみる「入鹿堤の千本桜」



　

入
鹿
池
の
西
部
一
帯
に
は
、「
犬
山
・

八
曽
自
然
休
養
林
」
と
呼
ば
れ
る
緑
豊
か

な
丘
陵
性
山
地
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
山

地
内
の
中
央
部
に
は
東
西
に
か
け
て
五
条

川
の
清
流
が
流
れ
、
自
然
休
養
林
内
の
最

高
峰
で
あ
る
標
高
3
2
7
メ
ー
ト
ル
の

黒
平
山
（
八
曽
山
）
の
ほ
か
、
窟
頭
洞
と

呼
ば
れ
る
洞
窟
や
、
貴
重
な
湿
地
性
植
物

の
宝
庫
で
あ
る
八
曽
湿
原
な
ど
、
多
様
な

自
然
が
存
在
し
て
い
ま
す
。　

　

こ
の
う
ち
黒
平
山
の
南
西
部
に
あ
り
、

五
条
川
の
支
流
に
か
か
る
八
曽
滝
は
、
落

差
が
18
メ
ー
ト
ル
あ
る
滝
で
、
西
日
本
で

も
屈
指
の
名
水
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
八
曽
地
区
で
も
奥
深
い
山
中
に
位
置

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
昔
は
修
験
者
た
ち

の
修
行
の
場
で
あ
っ
た
と
さ
れ
「
山
伏
の

滝
」
と
も
称
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。
透

き
通
っ
た
滝
の
水
が
、
苔
む
し
た
岩
肌
に

し
ぶ
き
を
散
ら
せ
る
光
景
は
清
ら
か
に

し
て
美
し
く
、
八
曽
地
区
の
代
表
的
な

ビ
ュ
ー
ポ
イ
ン
ト
と
い
え
る
場
所
で
す
。

豊
か
な
自
然
の
宝
箱

犬
山
の
秘
境
「
八
曽
」

コ
コ
特
選

八
は っ

曽
そ

の滝
た き

　と湿
し つ

原
げ ん

今
井
・

 
池
野
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慶
応
４
（
1
8
6
8
）
年
。
こ
の
年
４

月
中
ご
ろ
か
ら
降
り
は
じ
め
た
雨
は
５
月

に
な
っ
て
も
や
ま
ず
、
入
鹿
池
は
堤
防
決

壊
の
危
機
的
状
況
と
な
っ
て
い
き
ま
す
。

尾
張
藩
は
、
必
死
の
応
急
工
事
に
よ
り
決

壊
を
防
ご
う
と
し
ま
し
た
が
、
５
月
14
日

午
前
、
堤
防
は
つ
い
に
決
壊
。
流
れ
出
た

濁
流
は
た
ち
ま
ち
に
し
て
周
辺
の
村
々
を

飲
み
込
み
、
そ
の
被
害
は
死
者
9
4
1

人
、
負
傷
者
1
4
7
1
人
、
流
失
家
屋

8
0
7
戸
を
数
え
ま
し
た
。
こ
れ
が
い

わ
ゆ
る
「
入
鹿
切
れ
」
で
す
。
こ
の
入

鹿
切
れ
に
ま
つ
わ
る
話
が
、「
入
鹿
切
れ　

天
に
の
ぼ
っ
た
二
匹
の
馬
」の
お
話
で
す
。

　

入
鹿
池
周
辺
の
村
で
は
、
入
鹿
池
を

作
っ
た
時
に
堤
防
で
あ
る
百
軒
堤
が
切
れ

る
の
を
防
ぐ
た
め
に
、
左
甚
五
郎
と
い
う

彫
刻
の
名
人
に
「
馬
の
形
を
し
た
彫
物
」

を
入
鹿
の
主
と
し
て
作
ら
せ
、
池
に
入
れ

た
と
伝
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

　

さ
て
あ
る
年
、
大
雨
の
日
が
続
き
、
心

配
し
た
村
人
が
堤
防
の
様
子
を
見
に
行
く

と
、
こ
れ
は
不
思
議
。
二
匹
の
馬
が
、
池

の
水
を
勢
い
よ
く
の
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ

で
助
か
る
と
思
っ
た
村
人
達
。
し
か
し
、

そ
の
後
も
雨
は
容
赦
な
く
降
り
続
き
、
池

の
水
は
ど
ん
ど
ん
水
か
さ
を
増
し
て
い
き

ま
し
た
。
そ
し
て
あ
る
日
、「
ゴ
ロ
ゴ
ロ
、

シ
ュ
ー
っ
」
と
凄
い
音
が
し
た
と
思
う
と

大
き
な
腹
を
し
た
二
匹
の
馬
が
、
天
高
く

昇
っ
て
い
く
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
そ

し
て
そ
の
と
た
ん
「
ガ
ガ
ガ
ー
ー
ー
」

入
鹿
池
の
堤
が
切
れ
て
し
ま
っ
た
の
で

す
。

　

今
は
悠
然
と
水
を
湛
え
る
入
鹿
池
。
し

か
し
、
そ
の
よ
う
な
姿
と
な
る
ま
で
に
、

犬
山
地
域
の
人
々
の
長
い
苦
労
の
歴
史
が

あ
っ
た
こ
と
を
忘
れ
て
は
行
け
ま
せ
ん
。

守
り
神

「
二 

匹
の
馬
」
の
伝
説

悲
劇
の
物
語

そ
の
経
緯

昔
話
、
今
の
地

今井・池野
　& 昔話

入
い る

鹿
か

切
ぎ

れ
　天にのぼった二匹の馬　

背景茶
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「
犬
山
」「
古
墳
」
と
い
う
と
、
ど
う
し

て
も
東
之
宮
古
墳
や
、
青
塚
古
墳
の
よ
う

な
巨
大
な
、
古
墳
時
代
前
期
に
造
ら
れ
た

前
方
後
方
（
後
円
）
墳
を
イ
メ
ー
ジ
し
て

し
ま
い
が
ち
で
す
が
、
実
は
そ
の
他
に
も

古
墳
が
た
く
さ
ん
存
在
し
ま
す
。
ほ
と
ん

ど
が
古
墳
時
代
の
後
期
、
６
世
紀
中
ご
ろ

か
ら
７
世
紀
に
か
け
て
築
造
さ
れ
た
直
径

20
メ
ー
ト
ル
以
内
の
円
墳
で
、
被
葬
者
が

眠
る
場
所
（
埋
葬
施
設
）
は
古
墳
の
側
面

に
入
口
が
あ
る
横
穴
式
石
室
で
す
。

　

ま
さ
に
「
王
」
と
呼
ぶ
に
相
応
し
い
ス

ケ
ー
ル
を
誇
る
東
之
宮
古
墳
や
青
塚
古
墳

は
、
そ
の
威
容
に
圧
倒
さ
れ
、
そ
の
場
面

に
相
対
す
る
と
、
私
た
ち
の
魂
が
揺
さ
ぶ

ら
れ
る
感
覚
に
陥
り
ま
す
。
そ
の
他
の
小

さ
な
円
墳
を
見
た
と
き
も
、
同
じ
よ
う
な

感
覚
に
な
る
か
、
と
い
う
と
、
残
念
な
が

ら
そ
う
で
は
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し

か
しa
例
え
ば
、
東
之
宮
古
墳
に
あ
る
竪

穴
式
石
室
と
違
い
、
横
穴
式
石
室
を
埋
葬

施
設
に
持
つ
古
墳
は
、
現
在
で
も
中
に
入

れ
る
も
の
が
あ
り
、
ち
ょ
っ
と
し
た
感
動

を
味
わ
え
る
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。

当
時
の
人
（々
今
の
私
た
ち
と
近
い
存
在
）

が
埋
葬
さ
れ
た
空
間
に
入
り
込
む
こ
と
に

よ
り
、
東
之
宮
古
墳
や
青
塚
古
墳
と
は
ま

た
違
っ
た
感
覚
。
今
か
ら
千
年
以
上
前
に

こ
の
地
で
生
活
し
た
ヒ
ト
た
ち
の
ナ
マ
の

感
覚
を
体
感
で
き
る
古
墳
時
代
後
期
の
古

墳
た
ち
を
ぜ
ひ
訪
れ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

入
鹿
池
が
築
造
さ
れ
る
江
戸
時
代
以
前

は
、
山
々
に
囲
ま
れ
た
小
盆
地
と
し
て
、

旧
石
器
時
代
か
ら
連
綿
と
続
く
、
ヒ
ト
の

息
づ
か
い
が
聴
こ
え
る
土
地
で
し
た
。
古

墳
時
代
に
は
、
盆
地
を
囲
む
山
々
に
数
多

く
の
古
墳
が
築
か
れ
た
の
で
す
。
昭
和
61

（
１
９
８
６
）
年
に
刊
行
さ
れ
た
『
愛
知

県
遺
跡
分
布
地
図
』（
以
下
『
県
分
布
図
』）

及
び
昭
和
47
年
（
１
９
７
２
）
に
刊
行
さ

れ
た
『
犬
山
市
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
第

２
集　

十
三
塚
３
号
墳
・
熊
野
第
１
号
墳
』

（
以
下
『
報
告
書
分
布
図
』）
の
記
載
を
見

る
と
、
こ
れ
ま
で
確
認
さ
れ
て
い
る
古
墳

は
全
部
で
13
基
。
比
較
的
集
中
し
て
立
地

横
穴
式
石
室
、
そ
の
魅
力 

入
い る

鹿
か

池
い け

周
しゅう

辺
へ ん

の
　　　古

こ

墳
ふ ん

たち
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コ
コ
特
選

池近くに眠る、沢山の小さな古墳たち

知られざるその魅力とは

池
辺
く
の
古
墳

今
井
・

 
池
野



1 2

3 4

5

6

1. 刀塚の碑
2. 十三塚之碑 　
3. 十三塚一号墳の石室 
4. 十三塚二号墳
5. 新規発見古墳位置図
6. 新規発見古墳 ( 図 5 番号 2)

す
る
十
三
塚
古
墳
を
は
じ
め
、
入
鹿
池
の

工
事
に
伴
い
出
土
し
た
刀
を
奉
っ
た
刀

塚
、
現
在
の
郷
中
新
橋
の
た
も
と
に
ひ
っ

そ
り
と
浮
か
ぶ
郷
中
古
墳
、「
博
物
館
明

治
村
」
の
敷
地
内
に
立
地
す
る
明
治
村
古

墳
な
ど
…
今
で
も
確
認
で
き
る
古
墳
が
数

多
く
あ
り
ま
す
。

　

入
鹿
池
東
部
に
位
置
す
る
西
山
地
区
に

は
、十
三
塚
古
墳
群
が
所
在
し
て
い
ま
す
。

こ
の
古
墳
群
が
あ
る
場
所
に
は
、
戦
前
、

十
三
塚
の
地
に
別
荘
を
築
い
た
島
田
第
吉

が
、
昭
和
12
年
11
月
に
十
三
塚
古
墳
群
の

所
在
す
る
湖
畔
に
「
十
三
塚
之
碑
」
を
建

立
し
て
お
り
、
現
在
で
も
見
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
古
墳
は
舌
状
に
延
び
る
丘
陵
端

部
に
十
三
塚
１
・
２
・
４
・
５
号
墳
の
４
基
、

そ
れ
よ
り
約
６
０
０
メ
ー
ト
ル
北
の
丘
陵

頂
部
に
３
号
墳
が
所
在
し
た
と
『
県
分
布

図
』『
報
告
書
分
布
図
』
に
は
記
さ
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
う
ち
１
号
墳
は
横
穴
式
石

室
の
一
部
が
残
存
し
て
お
り
、
中
に
入
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
３
号
墳
は
発
掘
調
査

が
実
施
さ
れ
、
埋
葬
施
設
で
あ
る
横
穴
式

石
室
の
状
況
が
確
認
で
き
、
須
恵
器
・
鉄

鏃（
矢
じ
り
）・
玉
類
な
ど
出
土
し
ま
し
た
。

　

近
年
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ニ
ワ
里
ね
っ
と
の

実
施
調
査
で
は
、
新
し
く
12
か
所
、
古
墳

の
可
能
性
が
あ
る
地
点
を
確
認
し
ま
し

た
。
こ
れ
ま
で
存
在
が
確
認
さ
れ
て
い
た

古
墳
を
含
め
、
悉
皆
調
査
に
よ
り
確
認
で

き
た
新
規
発
見
地
点
が
全
て
本
当
に
古
墳

と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
、
入
鹿
池
周
辺
に

は
25
基
も
の
古
墳
が
立
地
し
て
い
た
こ
と

に
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
数
が
絶
対

と
は
言
え
ま
せ
ん
。
誰
に
も
確
認
さ
れ
ず

に
滅
失
し
て
し
ま
っ
た
古
墳
や
、
誰
か
に

発
見
さ
れ
る
こ
と
を
待
ち
、
そ
の
存
在
を

無
言
で
叫
び
続
け
て
い
る
古
墳
も
ま
だ
ま

だ
あ
る
と
思
い
ま
す
。
今
後
も
調
査
を
続

け
て
い
く
こ
と
で
、
古
代
に
お
け
る
入
鹿

池
周
辺
は
、「
ミ
ヤ
ケ
」
と
い
う
キ
ー
ワ
ー

ド
と
と
も
に
、
今
後
ま
す
ま
す
そ
の
歴
史

的
重
要
性
は
高
ま
り
、
犬
山
に
は
東
之
宮

古
墳
や
青
塚
古
墳
だ
け
じ
ゃ
な
い
、
入
鹿

池
周
辺
を
中
心
と
し
た
円
墳
た
ち
も
「
い

い
ね
！
」
と
言
え
る
日
が
来
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

周
辺
に
集
中
し
て

立
地
す
る
十
三
塚
古
墳
群

新
規
発
見
い
い
ね
！

古
墳
・
古
墳
・
古
墳
…



　

今
井
焼
は
、
犬
山
焼
の
焼
か
れ
は
じ
め

た
時
期
よ
り
も
さ
ら
に
半
世
紀
ほ
ど
前
、

犬
山
の
今
井
宮
ヶ
洞
で
生
産
さ
れ
て
い
た

陶
製
の
や
き
も
の
で
す
。宮
ヶ
洞
窯
跡
は
、

過
去
に
公
的
な
発
掘
調
査
が
お
こ
な
わ
れ

た
こ
と
が
無
く
、
い
ま
も
ほ
ぼ
手
付
か
ず

の
状
態
で
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
井
の
地

が
昔
な
が
ら
の
景
観
を
保
っ
て
き
た
か
ら

こ
そ
今
日
に
伝
え
ら
れ
る
、
貴
重
な
文
化

遺
産
で
す
。

　

宮
ヶ
洞
窯
で
は
徳
利
や
碗
な
ど
を
は
じ

め
「
お
勝
手
も
の
」
と
い
わ
れ
る
日
用
雑

器
を
主
に
生
産
し
て
い
た
と
み
ら
れ
、
そ

の
多
く
は
経
年
の
な
か
で
消
耗
し
、
失
わ

れ
て
し
ま
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。ま
た
、

今
井
焼
の
姿
形
は
瀬
戸
・
美
濃
焼
に
大
変

良
く
似
て
い
て
、市
場
へ
流
通
す
る
場
合
、

こ
れ
ら
と
混
同
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
が
大

半
だ
そ
う
で
す
。
こ
の
た
め
、
押お

う

印い
ん

文も
ん

・

窯か
ま

印い
ん

の
な
い
製
品
の
ほ
と
ん
ど
は
正
し
く

今
日
に
伝
わ
ら
ず
、
今
井
焼
と
し
て
伝
世

す
る
品
は
非
常
に
数
が
少
な
い
の
で
、
貴

重
で
す
。
ま
た
、
今
井
焼
に
関
す
る
資
料

も
数
が
少
な
い
た
め
、
そ
の
歴
史
の
多
く

が
謎
に
包
ま
れ
た
ま
ま
で
す
。

　　

華
や
か
な
「
は
れ
の
器
」
を
連
想
さ
せ

る
犬
山
焼
と
異
な
り
、
今
井
焼
の
灰
釉
や

鉄
釉
を
施
し
た
だ
け
の
質
素
な
姿
は
、
ど

ち
ら
か
と
い
う
と
渋
く
て
お
茶
人
な
ど
の

玄
人
好
み
。
実
際
、
数
少
な
い
伝
世
品
の

な
か
に
は
、
水
指
を
は
じ
め
、
茶
碗
や
茶

器
、
茶
壷
な
ど
の
茶
道
具
類
を
複
数
み
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

今
井
焼
の
製
品
に
は
、
時
々
、
こ
の
時

代
の
や
き
も
の
に
は
珍
し
い
と
言
わ
れ
る

窯
印
（
押
印
文
）
の
施
さ
れ
て
い
る
も
の

が
あ
り
ま
す
。
全
体
の
生
産
量
か
ら
す
る

と
ご
く
一
部
に
し
か
無
い
こ
の
窯
印
、
現

在
確
認
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
も
5
種
類
あ

る
の
で
す
が
、「
犬
山
」
の
文
字
を
意
匠

化
し
た
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
何
故
わ

ざ
わ
ざ
窯
印
を
つ
く
っ
た
の
か
、何
故「
今

井
」
で
は
な
く
「
犬
山
」
と
し
た
の
か
…
。

犬
山
焼
同
様
、
や
は
り
犬
山
城
主
成
瀬
氏

の
鷹
場
で
あ
っ
た
今
井
の
地
で
の
宮
ケ
洞

窯
操
業
に
も
、
成
瀬
氏
が
関
与
し
て
い
た

の
で
し
ょ
う
か
。

窯跡から採集した
窯印入りの拳骨茶碗

今
い ま

井
い

焼
や き

幻
の
や
き
も
の

宮
ヶ
洞
の
今
井
焼 

コ
コ
特
選

実
は
そ
っ
く
り
さ
ん
？

不
思
議
な
窯
印

玄
人
好
み

背景茶
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犬
山
一

尾
お

わ

張り

三
さ

ん

山
ざ

ん

　

三
山
の
筆
頭
に
挙
げ
ら
れ
る
尾
張
冨
士

は
標
高
2
7
5
メ
ー
ト
ル
で
、
遠
方
か

ら
見
る
と
形
が
富
士
山
に
似
て
い
る
た
め

そ
の
名
が
つ
い
た
と
言
わ
れ
て
い
る
の
で

す
が
、
本
物
の
「
富
士
山
」
に
敬
意
を
表

す
意
味
で
、
あ
え
て
「
冨
士
」
と
い
う
漢

字
を
あ
て
た
そ
う
で
す
。
山
頂
に
は
大
宮

浅
間
神
社
の
奥
の
院
が
鎮
座
し
て
お
り
、

毎
年
8
月
第
一
日
曜
に
は
、
犬
山
市
の

無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る

「
石
上
げ
祭
」
と
い
う
お
祭
が
執
り
行
わ

れ
ま
す
。

　

次
に
、
尾
張
冨
士
の
南
東
側
に
位
置
す

る
白
山
は
、
標
高
約
2
6
0
メ
ー
ト
ル

で
、
山
頂
に
は
白
山
神
社
が
鎮
座
し
て
い

ま
す
。
ま
た
山
腹
に
は
国
史
跡
の
大
山
廃

寺
跡
が
あ
り
、
古
代
・
中
世
の
山
岳
信
仰

を
考
え
る
上
で
も
重
要
な
場
所
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

最
後
の
一
つ
本
宮
山
は
、
尾
張
三
山
の

中
で
は
最
も
高
く
、
標
高
2
9
3
メ
ー

ト
ル
で
す
。
西
麓
に
あ
る
大
縣
神
社
の
神

体
山
と
し
て
信
仰
さ
れ
、
山
頂
に
は
神
社

の
本
宮
社
が
祀
ら
れ
て
い
ま
す
。
麓
に
は

国
の
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
い
る
ヒ

ト
ツ
バ
タ
ゴ
の
自
生
地

が
あ
る
な
ど
、
貴
重
な

自
然
が
現
在
も
数
多
く

存
在
し
て
い
ま
す
。

個
性
い
っ
ぱ
い
！

尾
張
三
山

コ
コ
特
選

今
井
・

 
池
野
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石
い

し

作
づ
く
り

神
じ

ん

社
じ

ゃ

　

犬
山
市
今
井
宮
ヶ
洞
に
所
在
す
る
石
作

神
社
は
、
今
井
地
区
の
東
側
の
丘
陵
の
裾

部
に
立
地
し
て
い
ま
す
。
元
来
は
天
神
社

と
い
う
名
称
で
、
若
宮
の
地
に
創
建
さ
れ

た
あ
と
、
天
正
15
（
1
5
8
7
）
年
に
現

在
の
今
井
の
地
に
移
転
さ
れ
ま
し
た
。
か

つ
て
、
こ
の
石
作
神
社
の
境
内
に
は
幕
末

の
頃
に
建
て
ら
れ
た
廻
り
舞
台
が
あ
り
、

秋
祭
り
の
際
に
は
、
舞
台
上
で
村
歌
舞
伎

が
演
じ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
昭

和
34
（
1
9
5
9
）
年
に
当
地
を
襲
っ
た

伊
勢
湾
台
風
に
よ
っ
て
舞
台
は
崩
壊
し
、

現
在
は
そ
の
跡
地
に
建
つ
石
碑
の
み
が
当

時
の
名
残
を
留
め
て
い
ま
す
。

　

今
井
地
区
で
は
江
戸
時
代
中
期
の
18
世

紀
頃
か
ら
昭
和
30
年
代
に
か
け
て
、「
今

井
石
」
と
呼
ば
れ
る
灰
色
で
非
常
に
堅
い

石
が
、
石
仏
や
墓
石
づ
く
り
の
石
材
と
し

て
よ
く
使
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
今
井
石
が

切
り
出
さ
れ
て
い
た
石
切
場
は
、
今
井
地

区
と
岐
阜
県
可
児
市
の
境
付
近
の
、
現
在

リ
ト
ル
ワ
ー
ル
ド
が
あ
る
南
側
の
谷
付
近

に
数
カ
所
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
今
井
の
光

陽
寺
で
は
今
井
石
で
作
ら
れ
た
と
さ
れ
る

石
仏
が
多
く
安
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
昭
和
34
（
1
9
5
9
）
年
に

当
地
を
襲
っ
た
伊
勢
湾
台
風
に
よ
っ
て
石

切
場
は
土
砂
で
埋
ま
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
現
在
は
露
天
掘
り
の
跡
と
思
わ
れ
る

窪
地
が
残
る
の
み
で
す
。

今
井
の
村
の
守
り
神

そ
の
昔
は
歌
舞
伎
の
舞
台
に

コ
レ
見
て

　  
文
化
遺
産石

仏
た
ち
が
物
語
る

謎
の
石
材
今
井
石

今
い

ま

井い

石
い

し
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犬
山
市
南
端
の
楽
田
地
区
か
ら
小
牧
市

池
之
内
へ
と
向
か
う
道
に
あ
る
峠
で
す
。

小
牧
・
長
久
手
の
戦
い
の
際
、
秀
吉
陣
営

の
武
将
で
あ
っ
た
池い

け

田だ

恒つ
ね

興お
き

と
森も

り

長な
が

可ま
さ

　

瑞
林
山
光
陽
寺
は
、
今
井
地
区
の
西
側

山
麓
に
立
地
す
る
臨
済
宗
妙
心
寺
派
の
寺

院
で
す
。
慶
長
7
（
1
6
0
2
）
年
、
犬

山
東
地
区
に
あ
る
瑞
泉
寺
か
ら
江
国
和
尚

を
迎
え
て
開
か
れ
ま
し
た
。
現
本
堂
は
明

和
5
（
1
7
6
8
）
年
創
建
と
さ
れ
る
も

の
で
、
本
堂
の
中
に
は
、
第
二
の
山
下
清

と
称
さ
れ
る
山
本
良よ

し

比ひ

古こ

が
描
い
た
極
楽

絵
図
が
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

は
、
家
康
陣
営
に
長
久
手
の
地
で
大
敗
し

ま
す
。
地
名
の
由
来
は
、
戦
に
負
け
た
兵

達
が
死
に
物
狂
い
で
こ
の
峠
を
敗
走
し
て

き
た
こ
と
か
ら
つ
い
た
と
言
わ
れ
ま
す
。

そ
の
名
も
怖
い
小
牧
・

長
久
手
の
戦
い
縁
の
峠
道 

光
こ

う

陽
よ

う

寺じ

今
井
地
区
、
信
仰
を
支
え

る
伝
統
の
古
刹

物
も の

狂
ぐ る い

峠
と う げ

背景茶

CMYK:50,90,80,90

透明 50%

サイズ 62×23

今井焼と宮ヶ洞窯跡

小塚明朝 pro6NH
10pt 文字間 25pt
行間 13pt
CMYK:0000

カテゴリ：自然・景観
住所：犬山市杁下
成立年代：寛永 10(1632) 年
map：p.17

カテゴリ：遺跡・史跡
住所：犬山市十三塚ほか
成立年代：古墳時代
map：p.17

カテゴリ：遺跡・史跡
住所：犬山市今井宮ヶ洞
成立年代：宝暦年間 (1751-1764)
map：p.17

カテゴリ：自然・景観
住所：犬山市八曽付近
成立年代：ー
map：p.17

カテゴリ：自然・景観
住所：犬山市富士山ほか
成立年代：ー
map：p.17

カテゴリ：おすすめ
住所：犬山市杁下
成立年代：慶応 4（1868）年
map：p.16

小塚明朝 pro6N H
8pt
文字間 25pt
段落間 11pt

カテゴリ：建造物
住所：犬山市今井宮ケ洞 37
成立年代：寛平 3(891) 年
map：p.17

カテゴリ：遺跡・史跡
住所：犬山市倉曽洞付近
成立年代：天正 12(1584) 年
map：p.17

カテゴリ：建造物
住所：犬山市今井寺ノ前 6
成立年代：慶長７(1602) 年
map：p.17

カテゴリ：自然・景観
住所：犬山市今井畑ケ平
成立年代：江戸時代中期頃
map：p.17

タイトル

入鹿池

入鹿池遺跡

タイトル

石作神社

物狂峠

光陽寺

今井石

今井池野

八曽の湿原と八曽の滝

尾張三山

入鹿切れ

背景茶

CMYK:50,90,80,90

透明 50%

サイズ 62×23

今井焼と宮ヶ洞窯跡

小塚明朝 pro6NH
10pt 文字間 25pt
行間 13pt
CMYK:0000

カテゴリ：自然・景観
住所：犬山市杁下
成立年代：寛永 10(1632) 年
map：p.17

カテゴリ：遺跡・史跡
住所：犬山市十三塚ほか
成立年代：古墳時代
map：p.17

カテゴリ：遺跡・史跡
住所：犬山市今井宮ヶ洞
成立年代：宝暦年間 (1751-1764)
map：p.17

カテゴリ：自然・景観
住所：犬山市八曽付近
成立年代：ー
map：p.17

カテゴリ：自然・景観
住所：犬山市富士山ほか
成立年代：ー
map：p.17

カテゴリ：おすすめ
住所：犬山市杁下
成立年代：慶応 4（1868）年
map：p.16

小塚明朝 pro6N H
8pt
文字間 25pt
段落間 11pt

カテゴリ：建造物
住所：犬山市今井宮ケ洞 37
成立年代：寛平 3(891) 年
map：p.17

カテゴリ：遺跡・史跡
住所：犬山市倉曽洞付近
成立年代：天正 12(1584) 年
map：p.17

カテゴリ：建造物
住所：犬山市今井寺ノ前 6
成立年代：慶長７(1602) 年
map：p.17

カテゴリ：自然・景観
住所：犬山市今井畑ケ平
成立年代：江戸時代中期頃
map：p.17

タイトル

入鹿池

入鹿池遺跡

タイトル

石作神社

物狂峠

光陽寺

今井石

今井池野

八曽の湿原と八曽の滝

尾張三山

入鹿切れ



し

今井･池野
マップを持って、
文化遺産に出会う旅に出発！

 p.17 地図

p.14　今井石

p.8　八曽山

八曽の滝
八曽の湿原

p.15　光陽寺
p.12　宮ヶ洞窯跡

p.14　石作神社

入鹿池周辺の　　      
古墳たち

p.6　入鹿池

尾張冨士大宮浅間神社
石上げ祭

p.13　尾張冨士

p.7　入鹿切れ

p.13　本宮山

p.13　ヒトツバタゴ自生地

p.15　物狂峠

p.13　尾張白山 

p.10p.13

p.8

1.0(km）0

（地理院地図電子国土 Web を加工して作成）

( 縮尺：１/20000)

N

お す す め

も
も
次
郎

わ
ん
わ
ん

　
　
　
マ
ッ
プ



し

今井･池野
マップを持って、
文化遺産に出会う旅に出発！

 p.17 地図

p.14　今井石

p.8　八曽山

八曽の滝
八曽の湿原

p.15　光陽寺
p.12　宮ヶ洞窯跡

p.14　石作神社

入鹿池周辺の　　      
古墳たち

p.6　入鹿池

尾張冨士大宮浅間神社
石上げ祭

p.13　尾張冨士

p.7　入鹿切れ

p.13　本宮山

p.13　ヒトツバタゴ自生地

p.15　物狂峠

p.13　尾張白山 

p.10p.13

p.8

1.0(km）0

（地理院地図電子国土 Web を加工して作成）

( 縮尺：１/20000)

N

お す す め



キ
ギ
ス
丸
の

　 
た
び
文
庫

　

引用・参考文献一覧
全巻共通
愛知県犬山市役所秘書企画課、1983、『犬山のむかしばなし』、犬山市役所。
愛知県犬山市役所秘書企画課、1987、『犬山のむかしばなし 第 2 集』、犬山市役所。
愛知県犬山市役所、2004、『犬山ものがたり』、犬山市役所。
愛知県史編さん委員会、2010、『愛知県史』別編　自然、愛知県。
犬山市エコアップリーダー、2004、『犬山の巨樹・古木 50 選』、巨樹巨木調査グループ。
犬山市教育委員会、1993、『犬山市の文化財』、犬山市教育員会。
犬山市教育委員会・犬山市史編さん委員会、1983、『犬山市史』史料編三　考古　古代・中世、犬山市。
犬山市教育委員会・犬山市史編さん委員会、1985、『犬山市史』別巻文化財・民俗、犬山市。
犬山市教育委員会・犬山市史編さん委員会、1997、『犬山市史　通史編上』、犬山市。
犬山市教委委員会、2002、『全市博物館構想 市民が創る生涯学習のまち』、犬山市教育委員会。
横山住雄、1990、『犬山の歴史散歩』、濃尾歴史文化研究所。

本巻
愛知県教育委員会、1986、『愛知県遺跡分布地図』、愛知県教育委員会。
犬山市教育委員会、1972、『犬山市埋蔵文化財調査報告第２集　十三塚３号墳・熊野第１号墳』、犬山市教
　　委員会。
入鹿池編纂委員会、1994、『入鹿池史』、入鹿池用水土地改良区。
木曽川学研究協議会、2010、『木曽川とともに歩んだ各務原　犬山　岐南　笠松』、木曽川学研究協議会。
齋藤基生、2002、「１. 入鹿池遺跡群」『愛知県史』資料編 1 考古旧石器・縄文、pp38-40、愛知県史編さ
　　ん委員会編。
佐藤重造・横山住雄、1986、『各務原の歴史散歩』、石亀神社。
東京女子大学文理学部民俗調査団、1995、『今井の民俗―愛知県犬山市今井』、東京女子大学文理学部史学
　　科研究室。
服部哲也・近藤健一、2014、「入鹿池周辺の古墳踏査成果について」『研究紀要　邇波』創刊号、PP36-
　　40、特定非営利活動法人　古代邇波の里・文化遺産ネットワーク。
舟橋昭治、2013、『入鹿池の築造と「入鹿切れ供養地蔵について」』、個人出版。

たびにオススメの資料
尾張冨士について

『尾張冨士参詣のしおり』尾張冨士大宮浅間神社発行
浅間神社にて配布されている案内リーフレット。神社の沿革や石上げ祭について紹介されています。

八曽について
案内マップ ... 犬山里山学センターなどで配布されています。

『森への招待状　八曽国有林内　犬山ふれあいの森・湿地』犬山市発行
『犬山・八曽　自然休養林』中部森林管理局発行

本書で紹介されている文化遺産カードについて
「ナンジャモンジャの木」(p.13)．．．配布場所：青塚古墳ガイダンス施設
※詳細は下記をご参照ください。

文化遺産を訪れて、カードを集めよう！

文化遺産カード
文中に、herica マークがついているものは、

「文化遺産カード」がある文化遺産です。文化遺産を訪れてカードを
たくさん集めましょう！

文化遺産カードの詳細な情報は HP(http://herica.net) まで

スマートフォンで文化遺産や史跡めぐり

犬山文化遺ナビ

文化遺産ナビとは、iPhone/Android/Black Berry/Symbian など
スマートフォンで使用できるアプリ「layer」を使った犬山の文化
遺産ナビシステムです。どこにどんな文化遺産があるのか、また
どんな方法で訪れればいいのか、簡単に調べる事ができます。ア
プリ「layer」をダウンロードして、「犬山文化遺産ナビ」を検索！
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